
(1)秋 冷 号 神 道 の 友 令和 4年 10月 21日

張い問行立澱 しヽなこで‡畿直入大焼ん震か毅人
つるは くちぬ くくれきか繭生病 けち等 う然は

てのこか向て し大はる難 しをを落いの事 と大
ぃで ぅ鏃ヵ、間か間

｀
も々た揺患ち

V天
が し間

るす しでしヽな なな ほの と時 るつたや変でた題
と
°
たす
｀
‡こいながで対

｀
がて と

｀
地 き態に

｀
そ力
°
努薫事乗 :こ す処入す しか家異ま度対

どのを本力正で り込
°
す ]ま 大ま

｀
が⌒すで し

ん様備来を繭
｀
鐵 ‡ず る思間 つ自火て ・立て

なにえ
｀
しぬヽ観え道 事い轟

「
分災ん大ちは

大頑て人でらなてが がのキこ電がでぺ地向 ｀

自え然有 るば‡ま々`そまままな多何や人に隣思を なんみ生 しけもき

分て
｀
るべあな轟れ うだ事いか家間お人し`奪 ぶ最

°
か話かる

｀
な

にい同 ときなしヽ 惨‡機のまのの し族関け と機わん天 らの しの何間

合 るじしだたでま通
｀
でで‡まで ら関係 るのみれの変解 中

｀
で と題

‡こずす心係
｀
上い苦て澪ヽ地数で私すかで

『
ト
ゲ
』
ど

『
ス

管
長

菊

池

重

敏

け
めヽ

わ と基 ま=
せ思準す と

るいで ・い

事 ｀物相 う
を相事手基

無手 を も準

j場 な
°
を等親

をのな痛で戚

癌 ‡こで め
｀
づ

め
｀｀
る私 き

て こ整事達合

さ異 さ
｀
た
°
乗有

な等れ悩 ち りつ
事 にてみは 切た
に比いや 日 つと
べ` ま苦々 て し
心たせ しの いて

Ｌ
）
よ

，つ

。

簡

事

も
自

分

の

な

ら

な

い
か

ら

し

ょ
，っ
か
。

例

の
中

で

「
こ
う

餞 増

意 が考 当があえで思  しれ織 がはい

、

く
よ
く

よ
と

し
ん

で
い
ま
す
。

ざ

こ
ざ

、
会
社

司
や

部

下
と

の

≪参

≫

曲や やだあ くてなは大一て う変 っ無がた よとまいのを例 るに ¬

しヽ鸞 |こ となもいい挨 し方 しでな挨視怪が うす りるは合 えのよ常

鶴饉まま思たなると拶て
｀
ま し人拶 し訪挨 ごれお と当わばで つ識

と機
｀
うのい人いを親挨 うよだをた⌒拶 ざ違付 したせ

｀
すて
嬢

鬱ヽの 自で事のだ うしし拶か う
凛
返 らけをい つきま りたあ

°
様の

う異分 しをにつ価 な くさもしとさどげ しまた合す前 らな 々提
案な とよ変換た値 くもれ し

｀
あな うんてす時い

°
だ挨た ,こ え

‡こ鶴‡蓑うわ拶 ら観 てなたれ腹ないで
Vも L｀

の道 と拶は 違方
｀
人考
°つを
｀
をもい人 まをたな しな

｀
と¬なで思を入  つも

私 7え壼たす親持構人はせ立はん よ顔相 あおい つ`す と で
｀

た沢力の人 るしつわに
｀
化て思て 名で手なは人あてる顔  来人

観 は十 い手 識
｀
そ 人 て の |こ

感 れ 十 い 基 期

待

し
、
相

手
に
は
相

準
が
有

る
事

に
気
づ

な

い
の
で
す
．

色

と

い
う
様

に
、

人

ぞ
れ
考

え
方

や
価
値

・
性

も

違

い

ま

す

。

を し人たん何父 しとの り係 あま私 ちれそにて相す くく答は さ間 とし病物 自ち

亡ん関そで故親 まい女までるれた気違 の多い手
°
つつえ正せ関 してん事分‡ま

くで係 ういあの つ う性 し悩女てちにい事いなは 自ちもは して係 た しだがの議

すいででたん葬た出のたん性来の しがにのい 静分のの一し` しで価ま り遍:思外

とま散すのな儀 の来父
°
でがる悩て生気で事常の菫答つ とま大値 鯵ヽ

｀
ば つと

い し々
°
だ小ので事親そい色のみ しじ付すは識 警畿 えて思ぃき観 ま鰻なて鐘

うた思そろさ時すががんた々で苦 までけ
° は`
常瀑電篭‡まつまなのす をし`い感

大がいれ うな
｀°
重亡な時なす しう

｀
ず し実 と識有有験です溝相・立 とるな

晨口轟
｀
悩ま と事 自女な く時期人

°
み事い心かは と

Lる
りくし`

°
を違 ちて

｀
通の

題父みで思で分性 つな
｀
が間 がでちの し非 らをの ｀ マ` 自生が よた気 りF

の親苦対 つ悩ははてるそ有関 生
｀
いす
｀
常え
｀
で鯵ヽ しヽ 資介 じ人 つりにに

~9。

をヽの艤 りの準 撃れ と通た自てわくのた過翁ゲ朧え犬たは り患高るい処人些前

でをころ切だ0調 ま懲 勢ど分いれは苦事去弄臨鯵ヽるhンに進いい様数をまま細で
し態やつを中っす りしりはくずず しをにもが艤な卜纂飽つ髄次手元迫大なは

よえ警て人でで
°
事よ着自と

｀
でみ思大 し網んらな寧含たん元奮から闇事

｀

つてし行き成
｀
他でつき分

｀
物すのい問れさで

｀
¬ずヅ時てか滋られ腫だ取

豫議焦みをすな轟人入警
｀
まと他事

°
小出題まついな大麟賃‡こし`らふ物るをこつる°

懸《ゝぽ続し‡ままましわすい人を狭させを澄たるたますTI｀ た フ`む事と直たに
の増ヽ
｀
点で警鐘準あ

Cう
は大いさば乗ん攘事ち夢ふ隷霙物轟渉を

｀
爾の足

でき曲か行
｀
人ポじ他考他き心に

｀
り
°
なは滲驚
颯
壌量は等れ「鴬

一しでら
‡まな分鏃く書を生ま人え人くに気日切 物警警と季か大をまをなつ ｀すな
な黙の割鶴じ翻まりをに

｀
見囚づ常つ な卜駿制 °つ爾畿で ｀れ轟対 t'い
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令穣 4奪 竜0月 盆哺爾 神 道 の 友 秋 冷 号 (2)

第

一一
十

一
覇

第

一一
国

人

《
審
議

織

貨

姦
雪
　

顧

饉

難

節

圏

＋

風

令
和
四
年
を
迎
え
た
今
年

の
神

道
大
教
大
会
議
並

び
に
神
道
大

教
院
総
代
会

は
、
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
感
染
者
数
が
過
去
に

無

い
数
を
記
録
し
、
当
面

の
終

息
も
見
込
め
な

い
状
況

の
中
、

皆
様

の
安
全
を
優
先

し
て
急
遠

書
面
会
議
と
し
ま
し
た
。

資
料
に
は
管
長
挨
拶
と
説
明
を

添
え
て
審
議
を
お
願

い
し
、
議

決
権
行
使
書
を
以

て
各
項

へ
の

賛
否
を
戴
き
ま
し
た
。

議
決
権
行
使
書
は
、
大
会
議
議

員
定
員
数
十
五
名
中
十
五
名
、

総
代
会
定
員
数
十
五
名
中
十
五

名
の
提
出
を
戴
き
ま
し
た
の
で
、

大
会
議
及
び
総
代
会

は
成
立

し

ま
し
た
。

又
、
大
会
議
議
事
録
署
名
員
に

堤
龍

一
部
師
、
冨
熙
信
太
郎
師
、

総
代
会
議
事
録
署
名
員
に
冨
囲

信
太
郎
師
、
橋
村
美
樹
師

の
各

議
員
を
推
薦

し
承
認
さ
れ
ま
し

た
ｃ

常
大
会
議
報
告

並
び
に
承
認
事
項
】

■

）
令
和
三
年
度
本
局

。
大

教
院
概
況
報
告

の
件

（
二
）
令
和
三
年
度
大
教
院
決

算
並
び
に
令
和
四
年
度

予
算
承
認

の
件

（
三
）
令
和
三
年
度
神
道
大
教

本
局
並
び
に
特
別
会
計

決
算
承
認

の
件

（
四
）
会
計
監
査
報
告
承
認

の

件

率
議
　
題
】

（
一
）
令

神́
四
年
度
神
道
大
教

予
算

（案
）
並
び
に
特

別
会
計
予
算

（案
）
審

議

の
件

（
二
）
令
和
四
年
度
神
道
大
教

行
事
計
画

（案
）

の
件

（
三
）
創
立
百
三
十
年
記
念
大

祭
及
び
記
念
行
事

の
件

（
四
）
月
極
駐
車
場
運
営
変
更

の
件

（五
）
教
令
第
五
十
四
号

（案
）

承
認

の
件

○
報
告
並
び
に
承
認
事
項

（
一
）

か
ら

（
四
）

の
件

に

つ
い
て
は

大
会
議
員
全
員
賛
成

で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

○
議
題
　
（
一
）
か
ら
　
（四
）

の

議
案
に

つ
い
て
、

（
四
）
の
月

極
駐
車
場
運
営
変
更
の
件
に
お

い
て
は
賛
成
多
数
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、　
反
対
意
見
や
慎
重
審

議
と
の
意
見
も
あ
り
、
来
年
度

の
大
会
議
に
再
度
審
議
を
お
願

い
し
保
留
と
致
し
ま
し
た
３

そ
の
他
の
議
案
に

つ
き
ま
し
て

二
名
の
議
員
よ
り
否
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
が
、
直
接
に
御
意

見
を
伺
い
説
明
を
致
し
ま
し
て

御
理
解

の
上
、
改
め
て
賛
成
を

戴
き
ま
し
た
ｃ

議
題

（
四
）
以
外
の
審
議
事
項

に
つ
き
ま
し
て
、
教
則
第

一
三

二
条
に
基
づ
き
出
席
者

（提
出

者
）
の
十
五
名
の
賛
成
を
以
て
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
ｃ

攣
神
道
大
教
院
総
代
会

報
告
並
び
に
承
認
事
項
鹸

イ

。
令
和
三
二
度
神
道
大
教
院

概
況
報
告

の
件

口

，
令
和
三
年
度
神
道
大
教
院

決
算
報
告
承
認

の
件

『
協
議
事
項
】

イ

。
令
和
四
年
度
神
道
大
教
院

予
算

（案
）
審
議

の
件

口

。
今
和
四
年
度
神
道
大
教
院

諸
行
車
計
画

○
報
告
並
び
に
承
認
事
項
、
協

議
事
項
に

つ
い
て
、
総
代
会
出

席
者

（提
出
者
）

の
十
五
名
の

賛
成
を
以
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

神
道
大
教

菊
池
管
長
の
言
の
葉
集

『
一
ミ
ン
』制
進
』

爾
ぬ
く
リ
カ
レ
ン
ダ
ー

（六
十
二
自
分
の
お
話
掲
載
）

菊
池
管
長
の
愛
情
、
優
し
さ
、

思
い
や
り
の

一
杯
詰
ま

っ

日
め
く
リ
カ

レ
ン
ダ
ー

◎
本
局
で
御
注
文
戴
け
ま
す
。

一
冊

初
穂
料
　
一
、
五
〇
〇
岡

（送
料
別
）

蟻菫
ム
赦
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一

《甲
摯

甕

窯

鎮

　

　

　

　

　

　

　

″一

一
警
濾
懸
鰺
轟
摯
辣
鰺
鬱
一

欝

一ヽ一一一一一ヽ
ミ
ヽ
ヽヽ

ご
ヽ
ヽ
ミ
ヽ
一ヾ
ヾ
■ヽ
ヽ
■ヽ
ヽ
ヽ
ミ
ヽ
ヽ
゛
ヽ
ヽ
ミ
ヽ
ミ
■
ヽ
一ヽ

ヾ
ミヽ
ヽ
ヽ
ミ
ヽ
一ヽ
キ
ヽ
ヽヽ
ヽ
お
ヽ
■
ヽ
一ヽ
ヽ
ヽ
ま
ヽ
ヽ
総
一

令
和
四
年
度
神
道
学
院
夏
季
研

修
会
が
入
月
二
十
二
日
か
ら
二

十
人
口
迄

の
七
日
間
、
本
局
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
為
、
少
人
数
に
て

十
三
名
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

講
師
と
し
て
、
菊
池
管
長
、
長

元
蔭
典
長
、
堤

・
冨
田

。
大
熊

各
典
礼
、
橋
村
典
礼
補
、
菊
池

重
忠
主
事

の
七
人
に
よ

つ
て
講

義

。
祭
式
作
法
が
教
授
さ
れ
ま

し
た
。

研
修
期
間
は
朝
八
時
よ
り
受
講

生
全
員
に
て
朝
拝
と
国
旗
掲
揚集合写真

を
行

い
、
午
前
九
時
よ
り
九
十

分
の
講
座
を
二
講
座
、
午
後
か

ら
祭
式
作
法
が
約
四
時
間
に
亘

り
教
授
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
五

時
三
十
分
よ
り
夕
拝

。
国
旗
降

納

・
掃
除
を
行

い
、
午
後
六
時

二
十
分
に

一
日
の
研
修
を
終
了

と
い
う
過
密
な
日
程
で
あ
り
ま

し
た
が
、
受
講
生
の
学
ぶ
意
欲

に
満
ち
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
受
講
生
全
員
で

終
了
奉
告
祭
を
行

い
、
修
得

の

成
果
を
神
前
に
捧
げ
ま
し
た
。

続

い
て
閉
講
式
で
は
菊
池
管
長

よ
り
修
了
証
が
授
与
さ
れ
、
受

講
生
を
代
表
し
て
、
村
上
和
徳長元磋典長の祭式講義

師
よ
り
答
辞
が
述
べ
ら
れ
、
教

歌
奉
唱
の
後
、
開
講
式
を
終
了

―しユ一^
‐
し一た
，

【研
修
会
御
厚
志
の
御
礼
】

今
回
の
研
修
に
も
、
役
員

・
教

師
大
勢
の
方
々
よ
り
賛
助
の
金

一
封
や
数
々
の
差
入
れ
を
賜
り
、

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
無
事
に
終

了
出
来
ま
し
た
事
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
田
こ
こ
に
、
今
和
四
年
度
神

道
大
教
神
道
学
院
夏
季
研
修
会

の
開
講
を
迎
え
る
に
あ
た
り
ま

し
て
、
受
講
生
を
代
表
し

一
言

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
研
修
会
に
は

コ
ロ
す
禍

の
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
全
国
よ

り
十
二
名
が
参
加
し
、
暑
さ
厳

し
い
中
早
朝
よ
り
夜
半
ま
で
分

拠
み
の
厳
し
い

一
週
間
を
乗
り

越
え
、
無
事
今
日
の
日
を
迎
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
〓

こ
れ
も

一
重
に
菊
池
管
長
発
生
を
始
め
、

ヨ
々
の
生
活
や
健
康
を
支
え
て

下
さ

つ
た
皆
様
、
そ
し
て
何
よ

り
常
に
我

々
を
教
え
導
き
励
ま

し
続
け
て
下
さ

っ
た
講
師

の
先

生
方

の
お
陰
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の

一
週
間
の
事
を
思
い
起

こ

せ
ば
、
厳
し
い
お
顔
で
御
指
導

さ
れ
て
い
る
先
生
方
も
実
は
私

ど
も
受
講
生
の
明
日
を
思

い
、

心
を
鬼
に
し
て
叱

っ
て
下
さ
る

事
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
、

有
難

い
気
持
ち
で

一
杯
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
様
な
初

参
加

の
者
は
体
力
的
な
不
安
と

身
体
の
痛
き
で
心
が
折
れ
そ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
同
じ
受
講

生
の
方

々
か
ら
の
温
か
い
励
ま

し
の
お
言
葉
や
、
御
協
力
に
涙

が

こ
ば
れ
そ
う
に
な

っ
た
事
が

一
度
や
三
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
，し
，た
。

こ
の
様
な
思
い
出
と
共
に
、
こ

の
場
所
で
集
う
事
が
出
来
ま
し

た
皆
様
方
Ｌ
の
御
縁
に
感
謝
―
．́

つ
つ
、
御
神
殿
に
額
づ
き
御
奉

仕
さ
せ
て
戴
い
た
喜
び
を
胸
に
、

よ
り

一
層
の
研
鑽
を
重
ね
て
い

く
所
存
で
す
。

何
卒
、
今
後
共
、
御
指
導
御
鞭

撻
下
さ
い
ま
す
様
宣
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
神
道

大
教
の
益

々
の
御
発
展
と
御
機

導
戴
き
ま
し
た
諸
先
生
方
、
受

講
生
を
始
め
研
修
会

に
携
わ
ら

れ
た
皆
様
方

の
御
健
勝
と
御
多

幸
を
行
念
致
し
ま
し
て
、
言
葉

足
ら
ず
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、

答
辞
の
言
葉
と
さ
せ
て
戴
き
ま

、「令
和
四
年
人
月
二
十
人
澤

受
講
生
代
表
　
村
上
和
徳

終了奉告祭 献餞の儀

蒻聰鰺
騨■業
‐

冨圏典礼の大祓講義



令和 4年 10月 21目 神 道 の 友 秋 冷 号 (4)

一河
図

（か
と
）
」
は
、
古
代
中
国

で
黄
河
か
ら
現
れ
た
龍
馬

（り
ゅ
う

ま
）
の
背
の
旋
毛
に
よ

っ
て
、
易
の

原
理
で
あ
る
数
と
配
置
を
読
み
取

つ

た
も
の
で
す
。
龍
馬
に
は
、
尾
の
方

に

「
一
の
奇
数
」
、
頭
の
方
に

「二

の
偶
数
」
、
左
横
に

「三
の
奇
数
一
、

右
横
に

「四
の
偶
数
」
が
現
れ
て
い

ま
し
た
ｃ

こ
れ
が
奇
数

・
偶
数
の
発
見
に
つ
な

が
り
、
こ
の
数
と
配
置
か
ら
、
北
の

子
の

「
一
」
に
始
ま
り
、
南
の
午
の

方
に
偶
数
の

「二
」
、
東
の
卯
の
方

に
奇
数
の

「三
」
、
西
の
酉
の
方
に

偶
数
の

「四
」
を
配
し
た
河
図
の
図

に
な

っ
た
の
で
す
ｃ

さ
ら
に
、
こ
の
図
に
、
北
に

一六
の

偶
数
」
、
東
に

「人
の
偶
数
」
、
南

に

「七
の
奇
数
」
、
西
に

「九
の
奇

数
」
が
配
置
さ
れ
、
中
央
に

「五
の

奇
数
」
と

「十
の
偶
数
」
が
そ
れ
ぞ

れ
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
し
た
が

つ
て
、

一河
図
」
の
図
に
は
、　
一
か
ら
十
ま

で
の
数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う

事
に
な
り
ま
す
。

「河
図
」
が
発
生

し
て
か
ら
人
百
年
後
に
発
見
さ
れ
た

の
が
、
い
わ
ゆ
る

一洛
書

驚
／
しヽ
よ
）
」

で
す
。

夏

（か
）
の
時
代
、
黄
河
の
支
流
で

あ
る
洛
川
の
治
水
工
事
の
際
に
、
こ

の
川
の
水
底
か
ら
亀
の
様
な
姿
の
死

骸
、
後
に
神
亀

（し
ん
き
）
と
称
す

る
遺
骸
が
現
れ
ま
し
た
。

こ
の
神
亀
の
頭
の
方
に
は
耳
が
付
き
、

甲
羅
に
は
亀
甲
紋
の
か
わ
り
に
イ
ボ

状
の
丸
い
玉
の
様
な
も
の
が
凹
凸
に

ふ
く
れ
上
が
り
、
そ
の
表
面
に
は
縦

に
黒
い
線
ら
し
き
も
の
が
浮
き
上
が

つ

て
見
え
ま
し
た
。

イ
ボ
状
の
も
の
は
上
部
に
九
点
、
下

部
に

一
点
、
中
央
に
五
点
、
左
に
三

点
、
右
に
七
点
、
一肩
に
二
点
と
四
点
、

足
に
六
点
と
八
点
あ
り
、
夏
の
議
王

（う
お
う
）
は
、
そ
の
数
と
配
置
か

ら
天
の
啓
示
を
得
て
、
人
卦
の
象
を

読
み
取
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
が
、
北
に

「
一
」
を
配
し
、
東

北
に

一人
」
、
東
に

一三
」
、
東
南

に

「四
」
、
南
に

「九
」
、
西
南
に

「
二
」
、
西
に

一七
」
、
西
北
に

一六
」
、
中
央
に

「五
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ

一
か
ら
九
ま
で
の
九

つ
の
数
を

配
し
た
図
と
な
り
ま
し
た
こ
こ
れ
を

一洛
書
」
と
呼
び
、
後
天
定
位
の
元

に
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

鱚眩
掌
鑽
鐘
捩
蟻

爽
や
か
な
人
柄
で
、
周
囲
の
人
の
心
を

和
ま
せ
る
四
緑
本
星
生
ま
れ
．

そ
の
場
に
応
じ
た
気
配
り
が
で
き
、
人

に
尽
く
す
社
交
派
の
人
が
多
い
で
し
ょ

う
。

物
腰
が
柔
ら
か
く
、
し
か
も
純
情
で
チ
ヤ
ー

ミ
ン
グ
で
す
か
ら
、
お
の
ず
と
交
際
は

広
が
り
、
人
か
ら
愛
さ
れ
、
信
用
や
名

誉
も
自
然
に
つ
い
て
く
る
恵
ま
れ
た
性

格
で
す
。

反
面
、
そ
の
苦
労
知
ら
ず
が
、
落
と
し

穴
に
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。
油
断
す
る

と
移
り
気
、
横
着
、
自
惚
れ
、
優
柔
不

断
な
ど
、
不
安
定
な

一
面
が
顔
を
の
ぞ

か
せ
ま
す
。

と
く
に
、
迷
い
は
禁
物
Ｇ　
一こ
こ
一
番
」

と
い
う
時
に
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
は
、
せ
っ

か
く
の
好
機
を
逃
し
か
ね
ま
せ
ん
。
決

断
力
を
磨
く
こ
と
が
成
功
の
秘
訣
で
す
。

ま
た
、
人
が
良
す
ぎ
て
、
相
手
に
合
わ

せ
て
し
ま
う
事
も
。
自
分
の
意
見
を
主

張
す
る
事
も
必
要
で
し
ょ
う
、

撃鐘
％
の
や
観
鰺

順
応
性
と
協
調
性
の
あ
る
囲
緑
本
星
の

人
は
、
ど
ん
な
環
境
に
も
す
ぐ
な
じ
ん

で
、
分
野
を
問
わ
ず
幅
広
い
活
躍
が
で

き
る
で
し
よ
う
。
先
輩
や
上
司
に
も
好

感
を
持
た
れ
、
引
き
立
て
ら
れ
ま
す
。

と
く
に
、
人
当
た
り
が
良
く
社
交
的
な

性
格
か
ら
、
営
業
職
に
就
く
と
実
績
を

上
げ
る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
調
整

能
力
に
優
れ
、
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
、
旅
行
、

交
通
．
運
送
関
係
な
ど
、
渉
外
関
係
の

仕
事
で
能
力
を
発
揮
し
ま
す
。

た
だ
、
人
任
せ
な
面
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

責
任
あ
る
立
場
に
な
っ
た
と
き
、
決
断

力
や
指
導
力
が
問
わ
れ
ま
す
。

積
極
的
な
の
で
、
行
動
力
を
生
か
せ
る

職
業
に
向
い
て
お
り
、
事
務
系
や
工
業

技
術
系
に
は
向
き
ま
せ
ん
。

四
緑
木
星
の
適
職
は
、
俳
優
、　
ヘ
ア
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
ス
タ
イ
リ
ス
ト
、
ブ
テ
イ
ツ

ク
経
営
、
貿
易
業
、
船
舶
業
、
ド
ラ
イ

バ
ー
、
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
、
運
送

業
、
製
材
製
紙
業
、
大
工
、
建
具
屋
、

郵
便
局
員
、
営
業

一
般
な
ど
で
す
。

申饂
愛
の
特
徴
】

お
だ
や
か
で
洗
練
さ
れ
た
雰
囲
気
で
す

が
、
恋
に
は
情
熱
的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、

好
き
に
な
つ
た
ら

一
直
線
。

「遊
び
の

恋
」
が
苦
手
な
タ
イ
プ
で
す
。

男
女
と
も
、
相
手
に
や
さ
し
く
、
思
い

や
り
の
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
れ
る
人
ｃ

友
情
か
ら
始
ま
り
、
恋
愛
を
し
て
結
婚

に
ゴ
ー
ル
イ
ン
と
い
う
ハ
タ
ー
ン
が
多

い
で
し
ょ
う
。

反
面
、
誰
と
で
も
気
軽
に
つ
き
あ
え
る

た
め
、
周
囲
か
ら
人
方
美
人
と
見
ら
れ

る
事
も
，
親
切
が
過
ぎ
て
、
変
に
誤
解

さ
れ
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し

て
く
だ
さ
い
っ

ま
た
、
優
柔
不
断
な

一
面
が
出
て
、
肝

心
な
と
き
に
道
を
決
め
か
ね
る
事
が
多

い
の
も
四
緑
木
星
の
人
の
特
徴
で
す
。

迷
い
心
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
と
、
人
事

な
本
命
や
婚
期
を
逃
が
す
危
険
も
あ
り

ま
す
．

結
婚
後
、
男
性
は
仕
事
面
が
さ
ら
に
充

実
す
る
で
し
よ
う
。
女
性
は
、
結
婚
す

る
に
は
最
適
な
人
で
、
理
想
の
妻
、
母

と
な

っ
て
、
幸
せ
な
家
庭
生
活
を
送
り

ま
す
。

『
知

っ
て
お
き

た

い
幸

せ
に

な
れ
る
九
星
気
学
入
門
』

株
式

会
社

神
宮
館

発
行

著
者
　
歴
作
家

大
教
正
　
井
上
象
英
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九
月
二
十

一
日
、
長
月

の
月
次

祭
が
神
殿
に
て
斎
行
さ
れ
、
続

い
て
生
花
が
飾
ら
れ
海
山
野

の

神
餃
物
が
供
え
ら
れ
た
御
霊
殿

に
て
、
秋
分
霊
祭
を
斎
行
致

し

ま
し
た
ｃ

斎
主
祭
員
と
共

に
、
祥
月
御
命

圏
を
迎
え
る
御
家
族
と
参
拝
者

が
着
床
っ
始
め
に
斎
主

一
拝
、

献
餞

の
儀
、
斎
主
が
祥
月
祭
並

び
に
秋
分
霊
祭

々
調
を
奏
上
し
、

長
月
祥
月
命

国
の
御
霊
を
、
お

一
方
ず

つ
読
上
げ

ら
れ
、
御
霊

殿
に
御
奉
斎

の
御
霊

の
安
寧
を

お
祈
り
致
し
ま
し
た
。

続

い
て
、
橋
村
美
樹
師

に
よ
る献骰の儀

慰
霊

の
舞
が
奉
奏
さ
れ
雅
楽

の

調
］一一ベ
ル
」
土
（
一一
羊
一↑
し
イか
舞
■
つ
ま
女
一
一

御
霊
も
お
喜
び
に
な
ら
れ
た
事

Ｌ
思

い
ま
す
。

続

い
て
、
婦
人
会
有
志
が
神
教

歌

の
先
導
を
務
め
、
祭
員
、
参

拝
者
が
心
を

一
つ
に
奉
唱
し
、

御
霊
を
お
慰
め
致
し
ま
し
た
。

続

い
て
、
斎
主
及
び
祥
月
命

日

を
迎
え
る
御
家
族
と
御
参
拝
者

が
順
次
玉
串
を
奉
箕
．

そ

の
後
、
撤
筆

の
儀
、
斎
主

一

拝
Ｌ
続
き
、
管
長
が
参
列
皆
様

へ
の
御
礼

の
挨
拶
と
、
御
講
話

を
さ
れ
ま
し
た
。

弥
栄
殿
で
の
直
会

は
御
希
望
者

の
み
の
参
加
と
し
、
御
参
拝

の

皆
様
に
は
撤
下
品

の
品

々
を
お

持
ち
帰
り
戴
き
、
滞
り
な
く
祭

典
は
終
了
致
し
ま
し
た
。

管長祭詞奏上

管 長 挨 拶 玉串奉貧 慰霊の舞

平
成

二
十
年
九

月
十
九

日
、

「
あ
さ
ば
』
旅
館

の
増
築
、
能

舞
台
の
修
繕
等
大
事
業
の
中
で
、

邸
内
社
改
修
移
築
工
事
を
竣

工

し
、
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し

た
．
以
後
、
こ
の
日
を
記
念
し

大
祭
日
と
し
、
本
年
も
菊
池
管

長
斎
主
の
元
、
大
熊
部
長
が
祭

員
と
な
り
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま

，‐し
，一′一‘

『
あ
さ
ば
』
は
現
在

の
当
主
浅

羽

一
秀
氏
で
十
代
、
三
百
五
十

年
以
上
に
二
り
温
泉
宿
ヒ
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す

修
善
寺
は
千
三
百
年
前
に
弘
法

大
師
が
創
建
さ
れ
た
寺
院

一桂

谷
山
寺
」
ｉ十二
由
来
し
、
鎌
倉
時

代
初
期
に
修
善
寺
と
名
称
が
定

め
ら
れ
、
こ
の
地
も
修
善
寺
と

呼
ば
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

弘
法
大
師
が
開
い
た

「独
錯
乃

湯

（ど

っ
こ
の
ゆ
）
」
が
修
善

寺
温
泉

の
発
祥

の
場
と
な
り
、

伊
豆
最
古
の
温
泉
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
．

毒
、
修
善
寺
曹
洞
宗
開
曲
の
為
、

派
遣
さ
れ
た
隆
渓
繁
詔
弾
師

の

随
将
浅
羽
弥
九
郎
幸
忠
が

こ
の

地
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、

堂
守

の
傍
ら
門
前

に
開

い
た
宿

坊
に
始
ま
り
、
以
後
、
浅
羽
安

右
衛
門
が
温
泉
宿
を
興
し
て
以

来
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
，

又
、
敷
地
内

に
建
立
す
る
能
舞

台

「
月
桂
殿
」
は
、
江
戸
時
代

に
造
ら
れ
た
物

で
、
明
治
初
期

に
現
在

の
敷
地
に
移
築
さ
れ
ま

し
た
．

四
十
年
以
上
前
よ
り
、

こ
の
能

舞
台
を
中
心
に

「修
善
寺
芸
術

紀
行
」
と
題
し
、
日
本

の
伝
統

芸
能
で
あ
る
能
楽

・
狂
言
■

新

内
流
し

，
琵
琶
集
等
当
世

一
流

の
師
を
招
き
、
季
節

―‐こ
応
じ
た

講
演
を
行

っ
て
い
ま
す
．

管長祝詞奏上

鸞

囃

甍

轟

歌

様

震

鸞

警

待
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九
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
人
口

迄

の
三
日
間
、
千
葉
県
松
戸
市

鎮
座

の
香
取
駒
形
神
社
に
て
第

二
回
松
戸
市
教
師
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と

し
て
、
齊
藤
均
師
よ
り
体
表
面

温
度
自
動
測
定
器

の
設
置
や
、

マ
ス
ク
、
消
毒
液
が
十
分
に
準

備
さ
れ
、
更
に
受
講
予
定
者
は

研
修
前
か
ら
体
調
管
理
を
徹
底

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
講
師
と
し
て

菊
池
管
長
、
長
元
稽
典
長
、
大

熊
典
礼
が
担
当
し
、
二
十
六
日講師・受講生の集合写真

午
後

一
時
よ
り
開
講
式
を
行

い

ま
し
た
。

初
日
の
講
義
は
大
熊
典
礼
に
よ

る
大
教
教
則
、
続

い
て
基
本
祭

式

の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
基
本
祭
式
や
所
作

の

講
義
、
終
了
奉
告
祭

の
習
礼
を

は
じ
め
、
菊
池
管
長
に
よ
る
講長元程典長の総合祭式講義 菊池管長の講話

話
が
行
わ
れ
、
長
時
間

に
も
拘

わ
ら
ず
、
緊
張
感
を
緩
め
ず

一

人

一
人
が
集
中

し
て
受
講
さ
れ

ま
し
た
。

最
終

の
二
十
人
日
、
奉
告
祭

の

諸
準
備
や
所
役

の
最
終
準
備
を

行

い
、
午
前
十
時
よ
り
香
取
駒

形
神
社
御
神
前

に
て
修

丁
奉
告

祭
を
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ

の
後

の
開
講
式

で
は
菊
池
管

長
よ
り
挨
拶
と
講
評
、
国
家
斉

唱
と
続
き
、
参
加
者
人
名
が
無

事
に
研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

猛
暑

の
続
く
人
月
四
日
、
管
長

先
生
と
共
に
、
天
台
宗
の
聖
地

に
て
開
催
さ
れ
た

「
比
叡
山
宗

教
サ
ミ
ッ
ト
一
に
参
加
を
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
こ
今
年
は
三
十

五
周
年
の
記
念
大
会
と
言
う
事

も
あ
り
、
世
界
中

の
宗
教
者
人

百
名
が
参
集
し
、
ラ
イ
ブ
配
信

で
は
二
千
名
を
超
え
る
視
聴
が

あ
り
ま
し
た
。
　
一気
候
変
動
と

宗
教
者

の
責
務
」
を
主
題
に
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
小

生
が
今
ま
で
経
験
し
た
事

の
な

い
雷
と
豪
雨
に
よ
り
、
途
中
間

会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け

多
く
の
宗
教
者

の
祈
り
が

一
つ

に
な

っ
て
も
、
自
然

の
怒
り
を

鎮
め
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
神
道
は
目
然
と
共
存
共
栄

し
な
が
ら
安
寧
を
祈
り
ま
す
。

改
め
て
大
神
様

の
与
え
給
う
た

自
然

の
偉
大
き
と
人
類
の
無
力

さ
を
感
じ
ま
し
た
こ
ま
だ
ま
だ

精
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

最
後
に
平
和
の
鐘
が
打
た
れ
る

中
参
環
者
全
員
で
行
り
を
捧
ば
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
（長
■
荘
さ

株
式
会
社

『
丸
昌
』
で
は
、
平

成
二
十
年
十
月
二
日
に
東
京
都

中
央
卸
売
市
場
豊
洲
市
場

へ
の

移
転
を
記
念
し
て
、
毎
年
十
月

二
日
直
前
の
日
曜
日
に
感
謝
祭

の
大
祭
を
斎
行
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
菊
池
管
長
斎
主

の
元
、

大
熊
部
長
が
祭
員
と
な

っ
て
、

鳴
動
神
事
等
が
厳
粛
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
小
川
浩
司
社
長

宅
に
移
り
、
自
宅
神
棚
で
も
盛

大
な
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

修 了 奉 告 祭修了証授与

鳴動神事管長 と小川氏御家族

輪

蝙

晰
懸

贔

燎

一
蝙

鑢

富
一
Ｍ

褥

了

輩

鰊

祠

颯

骰

』
饗

．苺
．　
ヽ

_=高 ■t.
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《奮

・つ:

質滲

拳
棋
ラ
ジ
オ
終
操

本
局
は
南
竿
町
会
に
属
し
て
お

り
、
毎
年
夏
休
み
に
は
ラ
ジ
オ

体
操
が
境
内
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
年
は
人
月
二
十
五
日

か
ら
二
十
日
の
六
日
間
実
施
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
を

十
分
に
講
じ
、
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
町
内

の
人
達
が
集
ま

り
身
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

夏休みラジオ体操

七
　
月

十
　
月
　
一　
　
日

一
一
　

　

日

十

　

一
日

ノヽ

月

二 二 十 十 十 四 三 一

九

管
長
の
動
向

（対
外
行
事

・
事
務
局
）

三
日
五
日
入
日

●
Ч
ｌ
ｌ

■

ノ

ｒ
ｒ

一

日

月
首
祭

「
（株
）
丸
昌
」
豊
洲
市
場
大
祭
斎
行

（管
長

・
大
熊
部
長
奉
仕
）

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
饉
席

（管
長

・
大
熊
部
長
）

命
の
重
さ
を
考
え
る
２
　
公
開
講
演
会

（教
派
連
主
催
）
於
大
教
院

四
本
本
稲
荷
神
社
秋
季
大
祭
斎
行

（管
長

・
総
監

。
大
熊
部
長
奉
仕
）

中
旬
祭

有
種
川
宮

・
高
松
宮
展
墓

（管
長

・
大
熊
部
長
）

創
立
百
五
十
年
実
行
委
員
会
開
催

（本
局
）

秋
季
大
祭
斎
行

十
五
日
～
三
十
日
　
南
竿
町
会
夏
休
み
子
供
ラ
ジ
オ
体
操
開
催

（大
教
院
境
内
）

十
七
日
　
神
道
大
教
院
総
代
会
開
催

（書
面
審
議
）

十
八
日
　
神
道
大
教
大
会
議
開
催

（書
面
審
議
）

日
　
月
首
祭

日
　
管
長
教
場
訪
問
　
京
都
府
大
憲
天
祖
神
社

（管
長

・
総
監
）

日
　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
参
加
　
滋
賀
県

（管
長

・
総
監
）

三
日
　
四
本
木
稲
荷
神
社
月
次
祭
斎
行

（大
熊
部
長
奉
仕
）

五
日
　
中
旬
祭

六
日

　

「大
教
院
讃
歌
」
シ
ン
グ
ル
Ｃ
Ｄ
完
成

。
奉
納

十

一
日
　
月
次
祭

十
二
日
～
二
十
人
口
　
神
道
学
院
夏
季
研
修
会
鶴
催

月
　
一　
　
日
　
月
首
祭

十
　
一二
日
　
四
本
本
稲
荷
神
社
月
次
祭
斎
行

（総
監

・
菊
池
主
事
奉
仕
）

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（管
長

・
大
熊
部
長
）

十
　
五
日
　
中
旬
祭

十
　
九
日
　
伊
豆
市

「修
善
寺
あ
さ
ば
」
邸
内
社
大
祭
斎
行

（管
長

・
大
熊
部
長
奉
仕
）

二
十

一
日
　
月
次
祭

・
秋
分
霊
祭
斎
行

二
十
六
日
～
二
十
人
日
　
松
戸
市
教
師
研
修
会
開
催

（管
長

・
総
監

。
大
熊
部
長
）

二
十
九
日
　
神
道
六
教
派
特
立
百
四
十
年
記
念
式
典
参
列

（管
長

・
総
監

，
大
熊
部
長
）

二 十 十 十 十
」_
:

=手
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京
都
市
右
京
区
太
奏
中
筋
町
に

鎮
座
す
る

「神
道
大
教
大
憲
天

祖
神
社
」
に
菊
池
管
長
と
長
元

総
監
が
教
場
訪
間
を
し
ま
し
た
．

大
憲
天
祖
神
社
は
、
大
二
十

一

年
初
代

古

戸
喜
壽

氏

に
よ

り

「神
道
下
鳴
教
会
」
と
し
て
開

か
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
二
代

日
竹
園
フ
ジ
師
に
よ
り
発
展
し
、

昭
権
二
十
八
年
五
月
宗
教
法
人

法
施
行
に
と
も
な

い

「神
道
大

教
大
憲
天
祖
下
鳴
支
教
会
」
と

教
場
名
を
改
め
神
道
大
教
所
属

教
場
と
な
り
ま
し
た
Ｇ

大憲天祖神社 御神前

聰

軋

颯

瞼

鶉

鰊

靡

鑽

鱚

そ
の
後
、
昭
和
五
十
七
年
堤
龍

一
郎
師

の
祖
母
堤
清
美
師
が
教

場
を
京
都
下
鴨
よ
り
移
設
さ
れ

「神
道
大
教
大
憲
天
祖
百
合

ヶ

丘
教
会
」
と
改
名
し
三
代
目
と

し
て
引
き
継
が
れ
布
教

・
教
化

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
四
代
日
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
い
る
堤
師
で
す
が
、
祖
母

で
あ
る
前
教
会
長
か
ら
引
き
継正 式 参 拝

が
れ
た
後
は
、
様

々
な
苦
難
や

事
情
に
よ
り
上
む
無
く
教
場
を

閉
鎖
す
る
事
と
な
り
、
暫
く
の

間
う
づ
め
教
会
所
属
教
師
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
局
で
約
十
年
修
行
奉
仕
の
後
、

教
場
を
復
活
さ
れ
名
称
を

「神

道
大
教
大
憲
天
祖
神
社
」
と
改

め
代

々
受
け
継
が
れ
て
い
る
鳴

動
神
事
や
護
摩
祈
祷
を
行

い
布

教
活
動
に
専
念
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。

堤
龍

一
郎
宮
司
は
、
神
道
大
教

に
於

い
て
は
宣
教
部
長
、
大
会

議
議
員
、
神
道
大
教
院
典
護
と

し
て
務
め
、
神
道
大
教
発
展
の

為
に
活
躍
戴

い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
神
道
大
教
教
師
と
し
て
、

益
々
の
御
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

左から長元総監、堤宮司、菊池管長

【
教
師
補
命

】

○
補
　
権
少
講
義

大
阪
府

・
村
上
和
徳

○
補
　
権
訓
導

千
葉
県

。
金
井
正

○
補
　
権
訓
導

北
海
道

・
小
泉
匠

○
補
　
権
訓
導

千
葉
県

。
杉
浦
裕
之

○
補
　
権
訓
導

千
葉
県

・
橘
俊
郎

（各
令
和
四
年
人
月
二
十
人
日
付
）

【
教
師
昇
級
】

○
補
　
少
教
正

東
京
都

・
永
井
栄
子

（令
和
四
年
八
月
二
十
八
日
付
）

【
辞
職
者

】

○
千
葉
　
天
明
道
心
小
教
会
（属
）

権
訓
導

。
沖
困
基
次

（令
和
四
年
九
月
十
六
日
付
）

※
令
和
四
年
九
月
二
十
日
現
在

【
お
詫
び
と
訂
正
】

令
和
四
年
七
月
二
十

一
日
盛
夏

号
の
掲
載
に
て
誤
り
が
ご
ざ

い

ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

十

一
項
三
段
目

（
誤
）
大
阪
市
大
平
寺

（正
）
大
阪
市
大
平
寺

（誤
）
吉
村
秀
昭

（正
）
芳
村
秀
昭


